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第７回NPO/GCM交流フォーラム

ＮＰＯ法人広域連携医療福祉システム支援機構

周藤安造

２５年問題貢献に向けたＮＰＯの挑戦

今後の主な目標

• 医工連携の推進
これまで以上に交流フォーラムなどを介して
推進

• 物づくりへの挑戦
試作から実証実験へ
同時に科研申請も
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交流フォーラムの目的・体制

ＮＰＯは任意団体ＧＣＭと交流を深め、活動

ＮＰＯ法人
ＧＣＭ

（参加延べ人数１００人以上）
交流

社員総会

（法人４社、社員２９
名）

役員
（理事・監事８名

顧問７名）

ＧＣＭ研究会

分科会、講習会

交流フォーラム

産学交流と医工連携を
推進した主な活動

１．ＮＰＯ／ＧＣＭ交流フォーラム

これまで６回

２．ＧＣＭ研究集会

これまで１６回開催

３．分科会活動

脳機能解析応用分科会、遠隔医療システム

分科会など

４．講習会開催

三島市医師会向けＩＣＴ講習以来昨年

東海大学湘南校舎でブロックチェーン講習
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物づくり支援
各種研究推進事業を通して物づくり支援が推進された。以下、
主な事業
１．消臭寝具の開発とＰＯＣ

東海大学医学部（田中彰先生）とＩＭＴ社
との共同開発、臭気計実証実験済み

２．問診票システムー体調管理モニタリングシステム
田中彰先生のもと来年度科研申請済み

３．可搬型多機能リハビリ機器開発と臨床応用
たくみケアなどで実証実験中

４．在宅ケアシステム
東京都品川区介護施設「福栄会」と連携

消臭寝具の開発とＰＯＣ

東海大学医学部（田中彰先生）とＩＭＴ社

（富板社長）との共同開発、

シーツ、枕カバー４０セットは完成

サンプルによる消臭実証実験は

１１月９日に湘南校舎で実証済み

（交流フォーラムで実現したテーマ）
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問診票システム
ー体調管理モニタリングシステム

患者情報アウトカム（PRO）としての体調や抗がん
剤の副作用の情報を患者自身の治療やQOLに生
かす。
当初は問診票システムの開発に着手したが、より

ニーズの明確な抗がん剤による体調管理モニタリ
ングシステムを先行し、田中彰先生のもと来年度
科研申請を行った。

（脳機能解析応用分科会活動の議論の中で実現）

可搬型多機能リハビリ機器開発
と臨床応用

在宅での四肢リハビリをサポートする可搬型機器
で病院・施設とのネットワーク連携リハビリも視野
に入れている。

現在、東海大学健康学部柴田健雄先生などの

支援により、（株）たくみケア（神奈川県秦野市）、
任和会総合病院（八王子市）などで実証事件中

（主にロボット分科会で議論されたテーマ）
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在宅ケアシステム

患者居宅と施設・クリニックなどで連携してＩｏＴ
端末などにより生体情報を収集・共有し、在宅
での熱中症や浴室でのヒートショックをケアす
るシステムで。在宅でスマホにより画像撮影し、
クラウド上でのＡＩ画像診断も可能。

（遠隔医療システム分科会で議論したテーマ）

在宅ケアシステム支援General Concept

０クラウド

ＶＲ，ＡＩ，ブロックチェーン、
共有データなど

健康見守り支援

行動認識
在宅リハビリ支援

（患者、独居シニ
ア）

病院
クリニック

福祉視閲など

ＮＰＯ
大学
企業

行政機関等

在宅
臨床機関等

支援機関

各種セン
サー

ＩＯＴ機器
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物づくりの体制と連携先
０

ＧＣＭ研究集会、
交流フォーラム
各種分科会活動

東海大学
東京都市大学
横浜国立大学
慶應義塾大学

品川区福栄会
東海大学
医学部

東海大学病院

対外ＰＲ
科研申請など

製品化に向けた

プロジェクトチー
ム活動

技術連携 臨床評価物づくりへの挑戦

今後の展開と課題
１.試作・実装

ＮＰＯとＮＰＯ会員法人企業で連携して進め

る。

２.実証実験

東海大学病院や介護施設などの協力を

お願いする。

３.対外ＰＲと科研申請
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